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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

21 Ⅰサムエル２８ Ⅱテモテ ３ イザヤ ６０:１ ～３
22 ２９ ４ 主 ルカ ２:１ ～２０
23 ３０ テ ト ス １ の ヨハネ １:１ ～１８
24 ３１ ２ 栄 イザヤ ９:２ ～７
25 Ⅱサムエル １ ３ 光 イザヤ １１:１ ～１０
26 ２ ピ レ モ ン はあ ダニエル ４:３１～３７
27 ３ ヘブル 1 らわ Ⅰヨハネ １:５ ～１０
28 ４ ２ れた マタイ ２:１～１２

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
受洗記念日（２１日 竹安香姉 ２２日 廣田崇示牧師

２３日 藤野晶子姉 ２４日 黒田ひかり姉 石川牧姉
２５日 濱崎香代子姉 松本しのぶ姉 廣田正義兄）

召天記念日 (２４日 廣田彰男さん 2001年）
① 来年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 藤野 晶子 姉の霊肉の健康とお働きの上に神様の祝福を。
④ 米子錦町教会(廣田崇示師)のお働きの上に祝福を。

１ 本日のクリスマス礼拝にご出席下さり歓迎します。また
仲森文穏牧師が幸いなメッセージを取り次いで戴き、更に
河野美智子姉の洗礼式が廣田牧師司式にて執り行われ感謝
します。礼拝後の祝会にもご遠慮なくご参加下さい。

２ クリスマスイヴ・燭火賛美礼拝・祝会 24日(水)午後6時
ご一緒にイヴのひとときを過ごしましょう。
年末感謝礼拝 28日(日)午前10時 説教：廣田守男牧師
お忙しい中にも礼拝を守り新年のために備えましょう。

３ 12月も下旬になり寒さが本格的になりました。インフル
エンザが流行しています。マスクを着用して礼拝に出席し
ましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の方
々、特に、高島美穂姉のために続いてお祈り下さい。

４ 新会堂建築のため 他教会信徒より1万円献げられ感謝。
５ 牧会短針 主イエス様の降誕祭(クリスマス)をお慶び申
し上げます。クリスマスの喜びは、神様が私たちと同じ肉体
を持って、私たちのところにまで来て下さったことにありま
す。それは神様の許から離れ、さ迷っている者を神様に立ち
返らせて神の子としての身分を授け、親子の交わりを回復さ
せ、また一人ひとりを神様と隣人とに仕えるものとするため
であり、更にやがて来たるべき神様のみ怒りから救い出すた
めでした。イエス・キリスト様の誕生は十字架の死と苦難に
あずかるためであり、これがクリスマスの意義なのです。
今週の牧師の予定 24日 燭火賛美礼拝・祝会 25日 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

◎先週の報告 礼拝10名・教会懇談会8名,子ども教会2+8名
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◎今週の御言葉「もう一つの登録」(ルカの福音書２章１～
７節、ルカの福音書10章17～20節）

「だがしかし、悪霊どもがあなたがたに服従するからとい
って、喜んではなりません。ただあなたがたの名が天に書き
しるされていることを喜びなさい」(10:20)。 仲森文穏

○イエス様はベツレヘムで誕生されました。ローマ皇帝に
強いられ、住民登録をするためにヨセフと身重のマリヤが長
い旅をしなければならなかった、そこに支配された人々の悲
しみを私は見ます。イエス様は生まれる前から、悲しむ人々
や圧迫された人々と共におられたのですね。こどもは親も家
庭も自分で選べません。でも、その家庭に生まれる必要があ
って、神様が生まれさせてくださったのです。イエス様の場
合も、父をヨセフとし、母をマリヤとして生まれてくるのが
神様のご意思でした。イエス様が飼い葉おけに寝かされたの
も、神様のご意思でしょう。信仰の世界は、現実を受け入れ
ます。自分がどのような生まれ方をしようが、どのような家
庭に生まれようが、現実を受け入れ、そこに意味を見つけよ
うとするのが信仰の世界です。

○イエス様は３０年の後、公生涯に立たれました。３０年
待たれたのです。私たちは、つい自分の時で動きます。神様
の時を待つことが仲々できません。イエス様は徹底して、天
を、神様を見上げて生きられました。私の好きな文語体の聖
句に、「せんかた尽くれども、望みを失わず」とあります。
万事休すという状況でも、天を見上げて希望を語る、そんな
人がそばにいたら、とても励まされます。私たちには、天を
見上げることが必要なのです。イエス様がそうでした。です
から、しいたげられた人の側に身を置きながらも、あんなに
力強く生きられたのです。天を見上げるのは逃避だと言う人
がいますが、それは天を見上げたことのない人の言い分です。
逃避どころか、しっかり現実を見つめ、受け入れ、人が人と
して生きる道を歩む力となるのです。

○イエス様は地上の登録以外に、もう一つの登録が天にあ
ると仰います。ルカ１０：１７以下で宣教に遣わした７０人
の弟子たちが戻ってきて、喜んで伝道の成果を報告した時、
悪霊どもが従うことを喜んではならないと言われ、むしろ私
と共に生きることによって、あなた方の名が天に記されてい
ることを喜びなさい、と仰いました。これこそ、イエス様が
この地上に来てくださった目的ではないでしょうか。使徒パ
ウロもフィリピ３：２０で「私たちの本国は天にある」と言
い、そこにキリスト者の喜びがあると語っています。

この後､河野美智子さんが洗礼を受けられます。洗礼式は、
まさに天に名を記される儀式ですね。クリスマスの喜びと共
に、心からお祝いを共にしたく思います。


